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平取アイヌ文化保存会による古式舞踊アイヌ文化学習の取組みを紹介する二風谷小学校 遠山昌志校長とアイヌ語による
校歌と童謡を披露した児童 12 名

小菅の里と柱松柴灯神事にみる文化継承の今日
長野県飯山市　小菅神社
氏子総代　鷲尾 恒久 氏

今帰仁村の暮らしと文化継承
沖縄県今帰仁村教育委員会

社会教育課長補佐　玉城　靖 氏

アイヌ文化の環境保全と文化的景観
平取アイヌ文化保存会

会長　長野　環 氏

基調講演　西山　徳明 氏
北海道大学観光学高等研究センター教授

　 情 報 提 供として、文化 庁 文化 財 第 二 課  市 原  富士 夫  主 任 調
査官が「 文化的景観 2 0 年の取 組み」について報 告しました。
　 事 例 発 表では、平 取アイヌ文化保 存 会の 長 野  環  氏、沖 縄 県
今 帰 仁 村の玉城  靖  氏、長 野 県飯山 市の 鷲尾  恒 久  氏より地 域
での取 組みが 報 告されました。また、奈良 文化 財研 究 所主催の
文化的景観ポスターセッションも開催されました。
　 2 5 日㈮ は、好 天に 恵まれ、現 地 視 察 を行いました。視 察 は２
コースに分かれ、平 取町の文化 継 承、暮らしの姿、土 地に対する
地 域住 民の認知 や その利用等を説明しました。A コースは 二風
谷コタンを徒 歩でめぐり、様々に行われる文化 継 承 活 動 や二風
谷 の土 地の 価 値を説明しました。B コースは 二風 谷 ～芽 生 方面
のアイヌ伝 承 地 やアイヌ標 本 樹 木 園をバスで めぐり、アイヌの
伝 統を正しく伝えていくための取 組みを学びました。
　 ２日間を 通して、参 加 者 の 皆さん、地 元 関 係 者 の方々が 終 始
笑 顔 で 参 加して いた だ け たこと が 大 変 印 象 的 でした。運 営ス
タッフにとっても本当に充実 感のある大会になりました。
　 ご 参加ご協力をいただいた地 域住民の 皆さま、大 変ありがと
うございました。

　 1 0 月 2 4 日 ㈭ ～ 2 5 日 ㈮ の ２ 日 間 、全 国 文 化 的 景 観 地 区 連 絡 協 議
会 平 取 大 会 が 開 催 さ れ ま し た 。こ の 協 議 会 は 、6 1 の 市 町 村 等 を 主
と す る 加 盟 団 体 が 、文 化 的 景 観 の 保 存 に 関 す る 各 種 の 課 題 を 共 通
認 識 と し つ つ 、相 互 に 情 報 交 換 を 行 い 課 題 解 決 に 取 組 み 、地 域 の 住
民 と 連 携 し 、文 化 的 景 観 の あ る べ き 姿 の 構 築 の た め の 先 導 的 役 割
を 果 た す こ と を 目 的 と し て い ま す 。今 年 度 は 平 取 町 が 開 催 地 と な
り 、加 盟 団 体 お よ び 関 係 者 1 4 0 名 が 参 加 し ま し た 。
　 基 調 講 演 で は 、「 アイヌの伝 統と近代開拓による沙 流 川流 域の文化
的 景観 」に つ い て 、西 山  徳 明  教 授 は 土 地 の 特 性 に 見 合 っ た 資 源 の
保 全 や 利 用 を 地 域 に 分 か る よ う に 示 す こ と が 必 要 で あ る と 提 言 さ
れ ま し た 。

令 和６年 度  全 国 文化 的 景 観 地 区 連 絡協 議 会令 和６年 度  全 国 文化 的 景 観 地 区 連 絡協 議 会
第 1 8 回平 取 大 会 　 開 催第 1 8 回平 取 大 会 　 開 催
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大 正  ４ 年  ２ 月 　 平 取 村 に 「 平 取 森 林 防 火 組 合 」、「 私 設 消 防 組 」結 成
大 正 1 3 年  ８ 月 　「 公 設 消 防 組 」と し て 認 可 （ ２ 部 制 6 0 名 ）
昭 和 1 2 年  ７ 月 　 平 取 村 最 初 の 消 防 ポ ン プ 自 動 車  購 入
昭 和 2 2 年  ４ 月 　 勅 令 公 布 に よ り 「 平 取 消 防 団 」に 改 組 （ 実 員 3 0 0 名 ）
昭 和 2 9 年 1 1 月 　 町 制 施 行 に よ り 「 平 取 町 消 防 団 」に 改 称
昭 和 4 8 年  ４ 月 　 日 高 西 部 消 防 組 合  発 足 （ 沙 流 ３ 町 / 門 別 ・平 取 ・日 高 ）
昭 和 5 7 年  ８ 月 　 平 取 消 防 団 第 ４ 分 団 が 北 海 道 消 防 操 法 訓 練 大 会
　 　 　 　 　 　   　 ポ ン プ 車 の 部 で 優 勝 （ 同 年 1 0 月  全 国 大 会 で 準 優 勝 ）
昭 和 6 2 年  ３ 月 　 消 防 署 平 取 支 署  救 急 業 務 開 始
平 成  元 年  ９ 月 　 振 内 婦 人 防 火 ク ラ ブ 　 全 国 婦 人 消 防 操 法 大 会  入 賞
平 成  ７ 年  ２ 月 　 日 本 消 防 協 会 表 彰 「 特 別 表 彰 　 ま と い 」授 与
平 成 2 6 年  ７ 月 　 平 取 消 防 団 （ 選 抜 ）が 北 海 道 消 防 操 法 訓 練 大 会
　 　 　 　 　 　   　 ポ ン プ 車 の 部 で 優 勝 （ 同 年 1 1 月  全 国 大 会 で 敢 闘 賞 ）
平 成 2 8 年  ７ 月 　 署 制 施 行 に よ り 「 日 高 西 部 消 防 組 合 消 防 署 平 取 支 署 」を
　 　 　 　 　 　   　「 日 高 西 部 消 防 組 合 平 取 消 防 署 」に 改 称

 平 取 消 防 の 歴 史 （ 概 要 ）

日 高 西 部 消 防 組 合 平 取 消 防 団 ／ 実 員  1 0 4 名 　（ 令 和 ６ 年 1 1 月 １ 日  現 在 ）
　【 本 団 　 1 1 名 】　   団 　 長 　 本 間 　 稔 浩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 副 団 長 　 奥 村 　 寛 行 　 　 女 性 団 員 　 班 長  和 田 と も よ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 渡 邊 　 一 博 　 　 　 　 　 　 　 団 員  ７ 名
　【 平 取 分 団  　 2 5 名 】 分 団 長  橋 本  　 顕 　 　【 荷 負 分 団  2 0 名 】 分 団 長  萱 野  久 彦
　【 貫 気 別 分 団  2 2 名 】 分 団 長  丸 岡  敏 弘 　 　【 振 内 分 団  2 6 名 】 分 団 長  蘆 原  宏 昭

日 高 西 部 消 防 組 合 平 取 消 防 署 ／ 実 員  2 2 名
　 平 取 消 防 署  1 9 名 、振 内 分 遣 所  ３ 名  （ 救 急 救 命 士 有 資 格 者  1 1 名 ）

謝　辞

平取消防団長　本間　稔浩

日高西部消防組合管理者挨拶

日高町長　大鷹　千秋

式　辞

平取町長　遠藤　桂一

　 平 取 消 防 が 、大 正 1 3 年 に 私 設 消 防 組 か ら 公 設 認 可 さ れ て か ら 1 0 0 周 年 を 迎 え 、1 1 月 1 0 日
㈰ に 、消 防 団 員 、関 係 者 お よ び 来 賓 の ご 臨 席 の も と 、中 央 公 民 館 に お い て 記 念 式 典 と 祝 賀 会 が
開 催 さ れ ま し た 。
　 式 典 で は 、公 設 1 0 0 周 年 を 機 に 消 防 団 の 崇 高 な 使 命 と 高 い 士 気 の 象 徴 で あ る 消 防 分 団 旗 が
更 新 さ れ 、本 間  稔 浩  団 長 か ら ４ 分 団 の 各 分 団 長 へ 伝 達 さ れ た ほ か 、歴 代 分 団 長 以 上 の 方 々
に 、こ れ ま で の ご 功 労 に 敬 意 と 感 謝 の 意 を 表 し 、感 謝 状 が 贈 呈 さ れ ま し た 。
　 多 く の 先 人 達 に よ り 「 自 ら の 地 域 は 自 ら 守 る 」と い う 地 域 防 災 の 要 と し て の 意 識 が 受 け 継
が れ 、平 取 消 防 の 礎 が 築 か れ ま し た 。
　 近 年 、大 規 模 多 様 化 す る 災 害 が 多 発 し て い る 中 、町 民 の 生 命 、身 体 、財 産 を 守 る た め 、献 身 的
に 任 務 に 精 励 さ れ る 消 防 団 は 欠 く こ と が で き な い 組 織 で あ り 、今 後 も 地 域 の 安 心 、安 全 を 支
え る た め 、消 防 行 政 の 発 展 、充 実 を 図 っ て い き ま す 。

平取消防公設100 周年
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か
、
部
材
の
歩
荷
等
に
よ

り
幌
尻
山
荘
の
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登
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の
安
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保
に
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れ
、
日
本
百
名
山
の
な
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で
も
有
名
な
幌
尻
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額
平
川

コ
ー
ス
の
礎
を
築
か
れ
ま
し

た
。
平
成
16
年
か
ら
は
会
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を
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め
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の
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営
、町

の
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興
の
発
展
に
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き
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貢
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さ
れ
ま
し
た
。

植木 久敏 氏
（76 歳　荷菜）

善
行
表
彰　

奨
励
賞

善
行
表
彰　

奨
励
賞

　

生
涯
学
習
委
員
と
し
て
20

年
間
務
め
ら
れ
、
教
育
文
化

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

佐々木 周惠 氏
（75 歳　貫気別）

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

　

教
育
文
化
貢
献
賞

　

教
育
文
化
貢
献
賞
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向井 学 氏
（45 歳　長知内）

勤続20 年

山木 正生 氏
（55 歳　振内町）

勤続20 年

川奈野 利也 氏
（43 歳　二風谷）

勤続20 年

渡邊 一博 氏
（68 歳　本町）

勤続40 年
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垂柳 忠 氏
（50 歳　荷菜）

萱野 久彦 氏
（59 歳　長知内）

水谷 忠幸 氏
（64 歳　本町）

　

平
取
町
農
業
委
員
を
４
期

12
年
間
務
め
ら
れ
、
産
業
経

済
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

貢
献
表
彰

貢
献
表
彰

　

産
業
経
済
貢
献
賞

　

産
業
経
済
貢
献
賞

　

平
成
24
年
４
月
に
旧
平
取

町
農
業
協
同
組
合
理
事
に
就

任
し
、
旧
富
川
農
協
と
の
合

併
を
経
て
令
和
６
年
４
月
ま

で
の
12
年
間
に
わ
た
り
理
事

を
務
め
ら
れ
、
様
々
な
組
合

の
諸
問
題
や
経
営
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
農
業
支
援
員
や
ア
セ
ア
ン

農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
な

ど
、
常
に
地
域
農
業
の
道
し

る
べ
と
な
る
存
在
で
あ
り
、

平
取
町
農
業
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

糸屋 新一郎 氏
（61 歳　岩知志）
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。

中川 光昭 氏
（64 歳　旭）
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賞
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平
取
町
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多
大
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方
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和
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度
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、
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。

 令和６年度 平取町表彰式 令和６年度 平取町表彰式
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「二風谷アットゥシ」　近日登録予定

「二風谷イタ」　令和６年９月５日　登録

◆アイヌ工芸の伝統を守る◆
　平取町は、令和２年に「二風谷アイヌクラフトプロジェ

クト」を立ち上げ、二風谷アイヌの伝統工芸を活かしなが

らも、日々の暮らしで使っていただける商品を開発すると

ともに、伝統的な工芸を未来に繋ぐ取り組みを進めてきま

した。これに先行して平成 25 年に二風谷アイヌの工芸品を

代表する「二風谷イタ」と「二風谷アットゥシ」が、経済

産業省の伝統的工芸品に道内で初めて指定されました。

◆二風谷の未来へ向けて◆
　アイヌ文化への注目が高まるなか、近年、二風谷のアイ

ヌ伝統工芸品の模倣品が見られるようになりました。正規

の「二風谷イタ」「二風谷アットゥシ」には、伝統工芸品で

あることを証明する「伝統証紙」が貼付されていますが、

二風谷のアイヌ工芸品全体の知的財産権を保護するため、

伝統的工芸品として指定された「二風谷イタ」「二風谷アッ

トゥシ」の名称を地域団体商標を取得することにしました。

　二風谷で受け継がれてきたすべてのアイヌ工芸の権利と

価値を守り、地元工芸家をはじめ新たな担い手が誇りをも

てる伝統文化の産地として発展していくことを目指します。

 平 取 町 の 伝 統 工 芸 品 「 二 風 谷 イ タ 」が
　 地 域 団 体 商 標 に 登 録 さ れ ま し た

　昭和 58 年から「布の絵本」を作り始め、町内の保育所や小学校で多くの子ども達が柔らかな立体感のあ
る絵本にふれ、地域の子ども達の読書のスタート、絵本の思い出となっていました。サークル活動は終
了しますが、町立図書館（キッズコーナー）で自由に手に取って遊べますのでご利用ください。

「ふれあいサークル」が今年度で活動終了

 貫気別地区 《11/3 作品展　貫気別生活館》
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かもめ会

「十勝馬唄」

ピアノの会 ノエル

ショパン ワルツ第 14 番

ひまわり会

「ビューティフルサンデー」

幌尻太鼓同好会

「三宅」

 振内地区 《11/2・3 作品展 青少年会館・11/2 芸能発表 町民センター》

日高雅楽会

豊栄舞（巫女舞）

チア☆エンジェルズ

whistle

琴アンサンブルきみかげ草

「真っ赤な太陽」ほか

 本町地区《11/2・3 作品展・11/4 芸能発表会　中央公民館》 

　1 1 月 ２ 日 ㈯ ～ ３ 日 ㈰ 、町 民 の 皆 さ ま に よ る 日 頃 の 文 化 芸 術 活 動 の 成 果 が
各 地 区 の 文 化 祭 で 披 露 さ れ ま し た 。

文化祭作品展・芸能発表会文化祭作品展・芸能発表会
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平 取 町 住 生 活 基 本 計 画平 取 町 住 生 活 基 本 計 画
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　 株 式 会 社 磯 田 組（ 代 表 取 締 役 磯 田 洋 一 氏 ）
よ り、本 町 親 水 公 園 広 場 の 環 境 整 備（ 支 障 木 処
理 ）、食 の 祭 典 び ら と り 和 牛・ト マ ト ま つ り で
交通誘導業務をしていただきました。

　 株 式 会 社 平 村 建 設（ 代 表 取 締 役 平 村 
徹 郎 氏 ）よ り、イ オ ル 再 生 事 業 水 辺 空 間
内の除草作業をしていただきました。

  ◆◆地域貢献活動に感謝します◆地域貢献活動に感謝します◆

　 国 内 で 3 5 か 所 目 と な
る 日 高 山 脈 襟 裳 十 勝 国 立
公 園 の 誕 生 を 記 念 し て フ
レ ー ム 切 手 が 発 売 さ れ 、平
取 郵 便 局  山 田  敏 明  局 長
か ら 贈 呈 さ れ ま し た 。
　 日 高 と 十 勝 の ２ 種 類 が
あ り 、あ わ せ る と 壮 大 な 日
高 山 脈 の パ ノ ラ マ 写 真 と
な り ま す 。

◆◆日高山脈襟裳十勝国立公園記念切手 贈呈◆日高山脈襟裳十勝国立公園記念切手 贈呈◆

　 び ら と り ふ れ あ い 子 ど も 食 堂 （ 代 表  三 塚 み よ 子  氏 ）
が 1 0 月 2 6 日 ㈯ に 荷 菜 地 区 で 開 催 さ れ ま し た 。
　 収 穫 体 験 は 、畑 を 提 供 し て い た だ い た 三 塚 氏 、三 浦
フ ァ ー ム で 実 施 さ れ 、子 ど も 達 は さ つ ま 芋 ほ り や り ん ご
の 収 穫 を 笑 顔 で 楽 し ん で い ま し た 。
　 お 昼 に は 、カ レ ー ラ イ ス と 牛 丼 （「 く ろ べ こ 」様 よ り び
ら と り 和 牛 が 寄 贈 さ れ ま し た ）が 振 舞 わ れ 、子 ど も 達 は
交 流 し な が ら 、ご 飯 を 口 い っ ぱ い に 頬 張 り 、最 後 ま で 元
気 に 収 穫 の 秋 を 楽 し み ま し た 。

10/26 びらとりふれあい子ども食堂 「芋ほり・りんご収穫体験」10/26 びらとりふれあい子ども食堂 「芋ほり・りんご収穫体験」

　 1 0 月 1 1 日 ㈮ ～ 2 0 日 ㈰ ま
で の 間 、全 国 地 域 安 全 運 動
が 実 施 さ れ 、バ チ ラ ー 保 育 園
の 園 児 が 、平 取 町 国 保 病 院 の
正 面 玄 関 前 で 、特 殊 詐 欺 防 止
を 呼 び か け る 啓 発 運 動 を 実
施 し ま し た 。園 児 か ら 「 気 を
つ け て ね 」と 声 を か け ら れ た
方 々 は 「 あ り が と う 」と 笑 顔
で う な づ い て い ま し た 。

10/17 秋の全国地域安全運動10/17 秋の全国地域安全運動

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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　 ８ 月2 2 日 ㈭、2 9 日 ㈭ に、町 保 健 福 祉 課 と キ ャ ラ バ
ン・メ イ ト の 方 々 を お 招 き し、２ 年 生 と ３ 年 生 が 認
知症サポーター・介護体験授業を行いました。
　 認 知 症 に つ い て ス ラ イ ド を 見 な が ら 講 義 を 受 け、
認 知 症 の お 年 寄 り に ど の よ う な 接 し 方 を す れ ば 良 い
か を 生 徒 自 身 が 考 え ま し た。そ の 後、段 ボ ー ル ベ ッ ド
や 車 い す を 使 っ た 介 護 体 験、視 界 が 悪 く な る ゴ ー グ
ル や 重 り、装 具 な ど を 着 け て 高 齢 者 擬 似 体 験 を 行 い、
高齢者についての知識や理解を深めました。
　 高 齢 者 の 割 合 が 増 え 続 け る 社 会 の 中 で、日 常 的 に
高 齢 者 と 接 す る 機 会 が 増 え る 可 能 性 が 高 く な り、こ
れ か ら の 地 域 を 支 え る 若 者 の 一 人 と し て 必 要 な 経 験
をさせていただく機会となりました。
　 今 後 も 地 域 と の か か わ り を 深 め、地 域 と と も に 子
ど も た ち 一 人 ひ と り の 成 長 を 支 え て い く 学 校 を 目 指
します。

 平 取 中 学 校
　 地 域 を 支 え る 担 い 手 に

（ 認 知 症 サ ポ ー タ ー・介 護 体 験 授 業 ）

        平 取 町 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ス ク ー ル レ タ ー

　 　 　 地 域 と 学 校 、び ら と り の み ら い

２年生　劇

　百姓親子とロバ

　　　　　　　　（左）

全校器楽演奏

　怪獣の花唄　　（右）

《紫雲古津小学校 10/26》

１年生　劇

 きつねのおきゃくさま

　　　　　　　　（左）

5・6 年　劇

　はだしのゲン　（右）

《二風谷小学校 10/20》

　10 月 第 ２ 週 か ら 最 終 週 に か け て、令 和 ６ 年 度 各 小 学 校 の 学 習 発 表 会 が 開 催 さ れ ま し た。
今年度は、コロナ禍の影響もなく、たくさんの保護者や地域の方々の前で、子ども達の成
長した姿が披露されました。
　 運 動 会 で 向 上 し た 集 団 力 に さ ら に 磨 き が か か り、一 人 ひ と り の 個 性 が 輝 く 発 表 会 と な
り ま し た。今 年 度 の 各 学 校 の 大 き な 行 事 は こ れ で 終 了 し ま し た が、各 校 の 教 育 目 標 を 達
成 す る た め に 、そ れ ぞ れ の 取 組 み で 身 に 付 け た 力 を 伸 ば し、今 後 の 教 育 活 動 を 実 践 し て
いくことになります。

 大 き く 成 長 し た 姿 を 披 露
　 ～ 小 学 校 学 習 発 表 会 ～
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平取町教育委員会生涯学習課平取町教育委員会生涯学習課
イメージキャラクター　まなティイメージキャラクター　まなティ

　 今 年 度 の 二 風 谷 小 学 校 ア イ ヌ 文 化 学 習 の テ ー
マは「アイヌの生活体験」です。
　 １ 回 目 は「 ア イ ヌ の 方 が 山 菜 を 大 切 に し て い
た こ と を 知 り、実 際 に 歩 い て 山 菜 を 採 取 し て 苦
労 や 工 夫 を 体 験 す る 」と い う ね ら い の も と、地
元の方々といっしょに山菜取りに行きました。
　 ト リ カ ブ ト（ スㇽク ）の よ う に 毒 の あ る 山 菜
に 気 を つ け な が ら 、見 つ け や す い ニ リ ン ソ ウ

（ オ ハ ウ キ ナ ）を 中 心 に 探 し 、「 あ っ た ー！」「 見
つ け た ー ！ 」と 子 ど も 達 の 喜 ぶ 声 が あ ち ら こ ち
らから聞こえてきました。
　 ま た、子 ど も 達 は、枝 で 杖 を 作 っ て も ら っ た
り 、長 い 枝 を タ ー ザ ン ロ ー プ の よ う に し て も
らったりなど楽しい体験もしました。
　 こ の 日 に 採 取 し た 山 菜 は、11 月 ８ 日 に チ ェㇷ゚
オハウ（鮭のアラ汁）に入れて食べました。

 二 風 谷 小 学 校
  アイヌの 生 活 体 験『 山 菜 とり』

1・2 年生

　はじめのあいさつ

　　　　　　　　（左）

全校合唱

　明日へつなぐもの　

　　　　　　　　（右）

《貫気別小学校 10/19》

全校音楽

 世界中の子ども達が

　　　　　　　　（左）

６年生　劇　朝顔　　

　　　　　　　　（右）

《振内小学校　10/19》

１年生

　はじめのあいさつ

　　　　　　　（左）

６年生　集合写真

　　　　　　　（右）

《平取小学校　10/12》

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         
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平取高校「トマトクラブ」新レシピ試食会

　地元特産品開発事業に取り組む平取高校「ト

マトクラブ」が、トマトや平取 米をアレンジした

新レシピ５品を紹介しました。発案した生徒 か

らは、材料や作り方に工夫したポイントなどが

説明され、自慢の一品をPR しました。

今月のワンショット今月のワンショット

（前月比）

人　口 4,456 人 （△ 27 人）

男 2,201 人 （△ 14 人）

女 2,255 人 （△ 13 人）

世帯数 2,396 世帯  （△ 23世帯）

※令和６年 10 月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数


